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理念指数とは
2010年1月より自社が設置した防犯機器に
より、犯罪の証拠となる映像が記録できた
り、その映像がもとで犯人逮捕に至った件
数など、自社の理念即ち“犯罪０の社会”
“安全で安心な社会”を目指した指数です。

今年の件数

§経営理念§
我々は自社が存在する必要のない

安全で安心な社会の実現を目指します
～理念の実現が存在意義の道しるべ～

水槽に魚とポンプ以外は何も無いという以前のままの殺風景な状態が続いています。
環境が安定して魚が死ななくなったのは良かったのですが、水槽の壁自体に藻が生え
て緑色なってしまいました。
これはさすがに水だけでも換えたいと思いましたが、浄水器を外した為に蛇口部分の
形状が以前と変わってしまい、そのままでは水槽に水を注げなくなっていました。
ホースを水道の蛇口に取り付けるコネクターが必要なので、合う物を探さないといけ
ません。形状が普通と違うネジのような形なので難しい感じです。

昨年の１２月６日（木）にゆうゆう広場にて防犯講座をさせていただきました。
お忙しい中講座に来て下さった方々、有難うございました。

私達エーワンセキュリティサービスは少しでも一人一人の防犯意識を高めて
頂き、子供たちが安全で安心に暮らしてもらえる環境づくりを目指し、日々取
り組んでいます。

さて今回の講座では香川県のＨ23年度の犯罪現状をもとに、防犯対策とし
て『地域は地域で守る』を重点的に話しました。若いお母様方がお子様と
一緒に参加していただき、犯罪の現状、手口などの実例を基にお話したとこ
ろ、大変驚かれておりました。
家にカメラをつけたい、警備をしたくても費用が高すぎて・・・という方はまず
家の鍵を見直したり、音や光による商品を取り付けるだけでも違うの
で、一つ一つ出来ることから防犯対策をして頂ければ幸いです。
入られたらどうするかではなく、入らせないためにどうするかの対策を
し、防犯意識の高い地域を目指しましょう！！

飼育部　　　　飼育部部長バイク王/藤倉

地域の安全安心アイテ
ム『パトカサ』のキャ
ラクターが近日登場予
定です。お楽しみに
(#^.^#)

明けましておめでとうございます。
今年も防犯かわら版パトカサ通信のご愛顧ありがと
うございます。
今年は何か新しいことにチャレンジする年にしたいと
思っています。具体的には決まっていませんが、香
川県が現在抱える問題を解決する為のスキルを身
に付けたいと思います。今年もアクティブに行きます
ので応援！宜しくお願い致します！

昨年の12月に香川県万引き防止シンポジウムが行われ、
パネリストとして参加してまいりました。実は香川県は全国で
万引件数ワースト上位・・・・悲しい事ですが事実なんです。
最近は万引も大胆不敵。近くに人がいても堂々とカバンに入れ
たり、一人でではなく２～3人で連携し万引きする手口と巧妙化
になっている現状です・・・どうすれば万引きを減らすことが
できるでしょうか？
万引きする年齢で近年目立って増えてきているのが高齢者で
す。これは食べるに困ってというよりも寂しさからといったよ
うな、地域コミュニケーションの崩壊から生まれた現代病にも
繋がっていると考えられます。
自分達の地域で何が起こっているのか、家族で考える必要があ

るように思います。『万引きは犯罪です』
皆さんの防犯意識が大事だと思います。

本年も宜しくお願い
いたします

スキミングという言葉を知っていますか？

磁気カードの情報を不正に盗み取り、偽造カードをつくるスキミング
カード自体が盗まれるわけでないので発覚が遅れ、気づかぬうちに
被害が拡大します。

その手口は・・・・
ゴルフ場やサウナ、スーパー銭湯等に侵入し、貴重品ボックスに小型カメラを仕
掛けて暗証番号を確認。利用者がプレイなどで離れた隙にクレジットカードをぬ
きとり短時間でスキミングを行いボックスにもどしていました。
先日、大阪府警に捕まった犯人グループによると被害金額は約１億４３００万
に上るといいます。
被害に遭わないため、被害をできるだけ早く発見するために、カードの管理をしっ
かりと行いましょう。身に覚えの無い不審な請求があればすぐにカード会社に問
合せカードの利用停止を依頼しましょう。
カードから目を離さない。

・利用明細書をチェックする
・手持ちのカードを整理する
・推測されやすい暗証番号にしない
・暗証番号をこまめに変える

●高齢者施設　火災が後絶たず

平成１８年１月、長野県で認知症の高齢者が入
居するグループホームが全焼し、７人が死亡し
ました。
この火災を受けて、消防法の施行令が改正さ
れ、こうした施設では消防への通報設備や火
災報知機などの設置が義務付けられたほか、
スプリンクラーの設置を義務付ける基準が厳し
くなりました。
（NHKより）

このような悲惨な事件が発生しまった後に、あ
の時やっておけば良かったと思うかも知れませ
ん。
防犯対策も同じです。対策を事前にしておけ
ば、悲惨な事件事故は防げます。『いつかやろ
う』ではやらないことが多いので『今しかない』と
思い対策を行う事が重要です。
小さなほ炎が出た瞬間に作動し警報を発する
炎センサー。煙を感知するよりも素早い反応な
ので、緊急対応が可能です。１０メートル先の
わずかな７センチの炎を検知できます。

詳しくは下記のURLまで。
http://www.securityhouse.net/products/fire/


